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に変更。

2 地方鉄道線

昭和 39 ・ 9 ・ 17 開

業， 羽田・浜松町

間 13.1 km，復線，

跨座式(アノレ ヴ

ェ -il 式)，動力

電気(補修 ・ 予備

iベ

用に内燃)，運転は通常 3-6両編成で，車内信号装置を採用。

(木川卓)

とうけいすうちのかんり 統計数値の管理 近代企業

の経営活動を能率的に遂行するためには，まず経営上必要な各

種の情報の収集に始まり，こ の情報をもとに，それぞれの管理

目的に適応した統計数値，あるいは，これらの統計数値を組み

合わせて解析を加えた管理資料を作成提出すること にあ る。

国鉄においても年を追って経営規模は拡大し，経営組織の復

雑化につれて，その経営成果をめいりように表示し，かっ， 経

営活動を十分に反映した要素をもっ情報の提供が強く要望され

てきた。

これらの重要望にこたえるべく， 昭和 27 ・ 12 L統計報告類登録

規程1 が施行され，統計資料の提供を常に受けられるような統

計報告制度の整備をはか り ， さらに昭和 34 ・ 9 には， L経理およ

び統計事務近代化委員会1 の設置をみ，統計報告類の整備統合

簡素化について調整がはからわた。

国鉄の統計報告類は，各主管部門が自己の業務管理を直接の

目的 として求められた資料てーあるので，総体的な管理運営に必

要な情報は直接各主管部門の業務報告から引き出すのに大きな

困難がある。 統計報告に盛られる数値の管理については，従来

から，経営活動に必要な量産'十項目体系の確立を行なうべく努力

はしてきたが，県表数値を中心 として組み立て られたものであ

るため数値闘の有滋的脈絡がつけじくく ，も っぱら，統計月 ・

年報に集録された数値を中心 と した管理が行なわれてき た。

今後これらの問題を解決するため*事務 シス テム再編成の

推進 とと もに統計資料の整備から逐次統計数値項目整備へと移

行し，統計数値の体系的分類を行なわなければならないが，近

年， * 電子計算機等高性能事務機の開発により ，全社的な集中

処理が可能にな ってきたので，事務 yステムの発生点に起こる

統計原始帳表から ， 直ちに事務用機械に投入し，経営活動に伴

って生ずる い っさいの情報を，また，必要な時限に必要な統計

を必要な項目だけ取り出し管理者に提供できる シλ テムが確立

した。

このように事務用機械の発展に伴って，統計数値の管理方式

も報告あるいは製表された数値中心の考え方から電子計算憐利

用を考慮 した入力となる帳襲 (カードまたはテ ー プ等に読み込

まれる対象と なる帳票) の管理方式に変わり つつある。 高度な

管理資料の要請とあいま って.入力とな る帳禁に組み込まれた

統計数値が事務機械の操作により ， しゅ・なる数値集約の要請に

もこたえう るようになった。

一方，事務の性質によっては，機械化を適当としなL 、もの も

多 く存在している。これらの統計報告類は，生の情報を加工し

てそれぞれの要求に適合するように内容を分析検討し，その問

題点 と改善の方向を明確に示唆できる資料(このような資料を

経営統計 と呼んでいる。) を作成 しなければならなし 、。統計数値

の管理も終局的には， あらゆる角度から分析するために必要な

数値をはあく 管理して，経営統計の作成に使ならしめ るために

行なわれるべきものであ る。

昭和 39 ・ 4 事務 ゾステム管理A規程ならびに統計資料規程が施

行された。その意図するところは，従来のよう に製表された数

値のみの管理ばかりでなく ，経営管理に必要な数値に関して ，

.f-の記述，収集， 監理，製表および保管について統制を行ない ，

これを体系的に整備し，合理的な経営管理資料と して役だつ よ

うに管理することを目的として定められたものである。

事務システムによ り 作成された統計数値についての管理は，

鉄道統計月 ・ 年報に集録された統計数値を中心 として整備を行

なって#たこと は前述したが， 全tl 的に利用度が高く ， 経営判

断資料 となる数値については， 各主管 51)から提出を受けて編集

または刊行を行ない， それ以外の数値については，報告帳票に

よる数値を中心 として，帳主主管理主耳によ勺 て ， それらの数値の

状況はあ くす行な九 また，経営管理層への情報は，各主管部

門から ， それぞれの主管事項について行なわれるが， 企業内で

発生するあらゆる部門の情報を統計数値 と して事務システムよ

りはあくし ，これらの統計数値を組み合わせて解析を加えて ，

経営管理層に提供するの

合理的な数値のはあく ， および提供については， 一定の分類

基準に従って繋然と， たれもがわか りやす く 整備されなければ

ならない。この分類体系に基づき統計項目表を索引 として，こ

れをコ ド化 し，ニ れに基づき実数値を統計数値管理カードに

整然、と，ファ イノレ L ， いつ どんな数値を要求されても，たれも

が容易に迅速，かつ正確に取り出せる状況下におくことが望ま

し L 、。

整然と フ ァイルされた統計数値の中より，必主要に応、じ編集し ，

刊行し，または配布しなければならないが，的確な資料の提供

を行なうためには， 企画策定する管理者が， いま ， {吋 を考え，

何を求めよう としているかを常に調査研究し，利用度の高い数

値を直接はあ く するため，統計資料利用調査表により ， 内容，

方向を調査して集中管理を行ないうる体制を整備 しなければな

らな、、。

なお，統計資料基準規程に基づく 数値のはあ くについては，

上記のよう な事務処理が規制されており ， この運用の全きを期

して，統計数値管理体制の強化をはかりたい。(船出 恒)

とうじ 続事 国鉄の定年退職制度は，規定的には何も定

めていな L ‘が，慣行的に ー応 55 才を定年として毎年度末におい

て新陳たL 、謝を行なってし、る。 しかしながら，これら退職予定

者の うちには， 余人をもって代えがたい業務知識および技能の

持主である者もあり ， これらの者ーを単にー ー般的な定年退職をさ

せないで ， '7 1統き国鉄の業務に寄与させるこ とが必袈である と

いう 観点から， IIß和 36 ・ 9 に L統事1 の 11，11交が設けられた。

統事Iì指定職員(重量与，参事，副参事または技師の呼称を付与

される者)または， これに準ずる職にある医療お よび船舶l微員

の う ち，国鉄の業務に尽すいし ， その業務知識および技能が特

に練達していると認められる者で， ，、わゆる定年退職時期に間

近くなっているが，総裁が特に引統き llil鉄の業務に寄与させる

ことが望ましいと認めた者に対し， この祢号を付与するもので

ある。

統事の称号を与えられた者は， 55才をこえて も退職すること

なし従来どおり 勤務するも のであるから統事の称号を与える

については，特に慎重を期するため該当者の選考に当たっ ては，

行賞審査委員会にその選考を委嘱 し，この結果に基づき例年

2 ・ 1 に該当者に対し，この称号 を与えることとしている。

なお統事の称号を与えられた者に対しては，鉄道乗車証等に

ついて特典を与えることができるニととなっ ている。

(佐藤三郎)


